
(57)【要約】

【課題】　生体組織を捕獲した後に、直ちに微小な生体

組織の有無を容易に確認することができる組織捕獲装置

を提供する。

　【解決手段】　組織捕獲装置２は、略円筒状の容器１

８と、フィルタ部材１９と、レンズ部材２０とで構成さ

れている。フィルタ部材１９は、略円板状の仕切り部３

１と、略円柱状で、仕切り部３１の上面３１ａに同軸上

に設けられる円柱部３２とを備えている。円柱部３２の

周面部３２ｂには、生体組織Ａを捕獲することが可能な

大きさを有する陥凹部３６が形成されている。陥凹部３

６の底面３６ａには、組織捕獲面３７が形成される。陥

凹部３６の組織捕獲面３７には、仕切り部３１の下面３

１ｂまで貫通する複数の微小貫通孔３８が形成される。

また、容器１８にはレンズ部材２０が取付られている。

レンズ部材２０の取付位置は、組織捕獲面３７に対向す

る位置となっている。

　【選択図】　　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 用 処 置 具 の 処 置 部 に よ っ て 採 取 さ れ た 生 体 組 織 を 液 体 に 混 入 さ れ た 状 態 で 搬 送 す
る 流 体 流 入 用 管 路 と 接 続 す る 流 入 口 と 、 前 記 生 体 組 織 と 分 離 し た 前 記 液 体 を 排 出 す る 流 体
流 出 用 管 路 と 接 続 す る 流 出 口 と の ２ つ の 開 口 部 が 形 成 さ れ る 容 器 と 、
　 前 記 容 器 の 内 部 で 、 前 記 流 入 口 と 前 記 流 出 口 と の 間 を 遮 蔽 し 、 前 記 流 入 口 側 に は 、 前 記
生 体 組 織 が 捕 獲 可 能 な 組 織 捕 獲 面 が 形 成 さ れ 、 該 組 織 捕 獲 面 に は 、 前 記 流 出 口 側 と 連 通 し
、 前 記 液 体 の み が 通 過 可 能 な 微 小 貫 通 孔 が 複 数 形 成 さ れ る フ ィ ル タ 部 材 と 、
　 前 記 容 器 の 内 部 の 前 記 組 織 捕 獲 面 を 拡 大 観 察 す る こ と が 可 能 な 位 置 に 設 け ら れ る レ ン ズ
部 材 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 組 織 捕 獲 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い て 、
　 前 記 容 器 は 、 上 部 に 前 記 流 入 口 が 形 成 さ れ 、 下 部 に 前 記 流 出 口 が 形 成 さ れ る 略 円 筒 状 の
部 材 で 、 前 記 フ ィ ル タ 部 材 は 、 前 記 容 器 の 形 状 に 対 応 す る 略 円 形 状 の 部 材 で 、 前 記 容 器 の
内 部 に 軸 着 さ れ 、 前 記 流 入 口 側 に 前 記 フ ィ ル タ 部 材 の 中 心 軸 か ら 放 射 状 に 設 け ら れ る 複 数
の 隔 壁 に よ っ て 、 複 数 の 捕 獲 ス ペ ー ス が 形 成 さ れ 、 該 捕 獲 ス ペ ー ス の 各 々 に 前 記 組 織 捕 獲
面 が 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 流 入 口 は 、 前 記 捕 獲 ス ペ ー ス の い ず れ か １ つ と 択 一 的 に 対
応 す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 組 織 捕 獲 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い て 、
　 前 記 レ ン ズ 部 材 は 、 複 数 配 置 さ れ る 組 織 捕 獲 面 に 対 応 し て 複 数 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と
す る 組 織 捕 獲 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い て 、
　 前 記 容 器 は 、 前 記 フ ィ ル タ 部 材 の 取 り 出 し 口 が 設 け ら れ る ケ ー ス と 、
　 前 記 取 り 出 し 口 に 着 脱 可 能 な 蓋 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 組 織 捕 獲 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い て 、
　 前 記 蓋 と 前 記 フ ィ ル タ 部 材 は 、 互 い を 嵌 合 可 能 な 嵌 合 部 が 設 け ら れ 、 互 い に 嵌 合 し た 状
態 で 、 前 記 容 器 の 前 記 ケ ー ス か ら 取 り 外 し 可 能 と す る こ と を 特 徴 と す る 組 織 捕 獲 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い て 、
　 前 記 レ ン ズ 部 材 は 、 前 記 組 織 捕 獲 面 と 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 組 織
捕 獲 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い て 、
　 前 記 フ ィ ル タ 部 材 の 前 記 流 入 口 側 に 前 記 生 体 組 織 を 捕 獲 す る こ と が 可 能 な 大 き さ の す り
鉢 状 の 陥 凹 部 が 形 成 さ れ 、 該 陥 凹 部 の 底 面 に 前 記 組 織 捕 獲 面 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す
る 組 織 捕 獲 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い て 、
　 前 記 組 織 捕 獲 面 を 照 射 す る 照 明 部 材 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 組 織 捕 獲 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 と 、
　 体 内 の 対 象 部 位 を 先 端 部 に お い て 吸 引 可 能 で 、 基 端 部 に お い て 前 記 組 織 捕 獲 装 置 の 前 記
流 入 口 と 接 続 可 能 な 前 記 流 体 流 入 用 管 路 と 、
　 前 記 組 織 捕 獲 装 置 の 前 記 流 出 口 と 先 端 部 に お い て 接 続 可 能 で 、 基 端 部 に お い て 吸 引 源 と
接 続 す る 前 記 流 体 流 出 用 管 路 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 と 、
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　 体 内 の 対 象 部 位 を 先 端 部 に お い て 吸 引 可 能 で 、 基 端 部 に お い て 前 記 組 織 捕 獲 装 置 の 前 記
流 入 口 と 接 続 可 能 な 前 記 流 体 流 入 用 管 路 と 、
　 前 記 組 織 捕 獲 装 置 の 前 記 流 出 口 と 先 端 部 に お い て 接 続 可 能 で 、 基 端 部 に お い て 吸 引 源 と
接 続 す る 前 記 流 体 流 出 用 管 路 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 体 内 か ら 吸 引 、 回 収 し た 生 体 組 織 を 捕 獲 す る 組 織 捕 獲 装 置 に 関 す る 。 ま た
、 こ の 組 織 捕 獲 装 置 を 備 え 、 経 内 視 鏡 的 に 体 内 の 生 体 組 織 を 採 取 す る た め の 内 視 鏡 用 処 置
具 及 び 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 経 内 視 鏡 的 に 体 内 か ら 吸 引 、 回 収 し た 生 体 組 織 を 捕 獲 す る 組 織 捕 獲 装 置 と し て 、 生 体 組
織 を 吸 引 、 回 収 す る 内 側 チ ュ ー ブ と 吸 引 源 に 接 続 す る 吸 引 管 路 と を 連 通 し 、 組 織 確 認 窓 を
備 え た 組 織 ト ラ ッ プ 取 付 部 が 内 視 鏡 用 処 置 具 の 基 端 部 に 設 け ら れ 、 メ ッ シ ュ フ ィ ル タ を 有
す る ト ラ ッ プ 本 体 を 挿 入 す る こ と で 、 メ ッ シ ュ フ ィ ル タ に 生 体 組 織 が 捕 獲 さ れ る 組 織 捕 獲
装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 組 織 捕 獲 装 置 で は 、 捕 獲 し た 生
体 組 織 の 有 無 及 び そ の 状 態 を 確 認 す る の に 、 組 織 確 認 窓 か ら 目 視 す る こ と に よ っ て 行 っ て
い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ９ ３ ３ ９ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 生 検 の よ う な 組 織 採 取 方 法 の 場 合 、 メ ッ シ ュ フ ィ ル タ に 捕 獲 さ れ る 生 体
組 織 は 非 常 に 小 さ く 、 生 体 組 織 の 有 無 を 確 認 す る に は 、 組 織 確 認 窓 に 近 接 し て 組 織 ト ラ ッ
プ 取 付 部 の 内 部 を 凝 視 す る 、 あ る い は メ ッ シ ュ フ ィ ル タ を 一 度 取 り 外 し て 確 認 す る な ど の
必 要 が あ っ た 。 ま た 、 生 体 組 織 は 粘 液 、 血 液 な ど と 混 同 し た 吸 引 物 と し て 、 狭 い 範 囲 の メ
ッ シ ュ フ ィ ル タ に 捕 獲 さ れ る の で 、 吸 引 し な が ら 、 吸 引 物 の 中 に 生 体 組 織 の 有 無 を 肉 眼 で
確 認 す る の は 手 技 時 間 が か か り 、 か つ 組 織 捕 獲 装 置 操 作 者 に 多 大 な 負 荷 を 掛 け る 原 因 に な
っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 生 体 組 織 を 捕 獲 し た 後 に 、
直 ち に 微 小 な 生 体 組 織 の 有 無 を 容 易 に 確 認 す る こ と が で き る 組 織 捕 獲 装 置 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 は 以 下 の 手 段 を 提 案 し て い る 。
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 内 視 鏡 用 処 置 具 の 処 置 部 に よ っ て 採 取 さ れ た 生 体 組 織 を 液 体 に
混 入 さ れ た 状 態 で 搬 送 す る 流 体 流 入 用 管 路 と 接 続 す る 流 入 口 と 、 前 記 生 体 組 織 と 分 離 し た
前 記 液 体 を 排 出 す る 流 体 流 出 用 管 路 と 接 続 す る 流 出 口 と の ２ つ の 開 口 部 が 形 成 さ れ る 容 器
と 、 前 記 容 器 の 内 部 で 、 前 記 流 入 口 と 前 記 流 出 口 と の 間 を 遮 蔽 し 、 前 記 流 入 口 側 に は 、 前
記 生 体 組 織 が 捕 獲 可 能 な 組 織 捕 獲 面 が 形 成 さ れ 、 該 組 織 捕 獲 面 に は 、 前 記 流 出 口 側 と 連 通
し 、 前 記 液 体 の み が 通 過 可 能 な 微 小 貫 通 孔 が 複 数 形 成 さ れ る フ ィ ル タ 部 材 と 、 前 記 容 器 の
内 部 の 前 記 組 織 捕 獲 面 を 拡 大 観 察 す る こ と が 可 能 な 位 置 に 設 け ら れ る レ ン ズ 部 材 と を 備 え
る こ と を 特 徴 と す る 組 織 捕 獲 装 置 を 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に 係 る 組 織 捕 獲 装 置 に よ れ ば 、 内 視 鏡 用 処 置 具 の 処 置 部 に よ り 採 取 さ れ た 生 体
組 織 が 、 流 体 流 入 用 管 路 に よ っ て 組 織 捕 獲 装 置 に 搬 送 さ れ て 、 組 織 捕 獲 装 置 の 内 部 の 組 織
捕 獲 面 に 捕 獲 さ れ る 。 生 体 組 織 と 混 合 し て 採 取 さ れ た 血 液 、 粘 液 な ど の 体 液 を 含 ん だ 液 体
は 、 微 小 貫 通 孔 か ら 流 体 流 出 用 管 路 へ 排 出 さ れ る 。 こ の よ う に 生 体 組 織 と 液 体 を 分 離 し た
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状 態 で 、 組 織 捕 獲 面 に 捕 獲 さ れ た 生 体 組 織 を た だ ち に レ ン ズ 部 材 に よ っ て 拡 大 観 察 す る こ
と が で き る 。 こ の た め 、 生 体 組 織 の 有 無 及 び 状 態 を 確 実 に 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い て 、 前 記 容 器 は 、 上 部 に
前 記 流 入 口 が 形 成 さ れ 、 下 部 に 前 記 流 出 口 が 形 成 さ れ る 略 円 筒 状 の 部 材 で 、 前 記 フ ィ ル タ
部 材 は 、 前 記 容 器 の 形 状 に 対 応 す る 略 円 形 状 の 部 材 で 、 前 記 容 器 の 内 部 に 軸 着 さ れ 、 前 記
流 入 口 側 に 前 記 フ ィ ル タ 部 材 の 中 心 軸 か ら 放 射 状 に 設 け ら れ る 複 数 の 隔 壁 に よ っ て 、 複 数
の 捕 獲 ス ペ ー ス が 形 成 さ れ 、 該 捕 獲 ス ペ ー ス の 各 々 に 前 記 組 織 捕 獲 面 が 形 成 さ れ る と と も
に 、 前 記 流 入 口 は 、 前 記 捕 獲 ス ペ ー ス の い ず れ か １ つ と 択 一 的 に 対 応 す る こ と が 可 能 で あ
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 に 係 る 組 織 捕 獲 装 置 に よ れ ば 、 容 器 の 内 部 に 軸 着 さ れ た フ ィ ル タ 部 材 に 複 数 の
組 織 捕 獲 面 が 形 成 さ れ 、 各 々 の 組 織 捕 獲 面 は 、 隣 接 す る 組 織 捕 獲 面 と 隔 壁 に よ っ て 隔 て ら
れ て い る 。 こ の た め 、 生 体 組 織 が 搬 送 さ れ る 流 入 口 と 対 応 す る 位 置 に い ず れ か の 組 織 捕 獲
面 を 配 置 し 、 レ ン ズ 部 材 で 捕 獲 を 確 認 し た の ち 、 フ ィ ル タ 部 材 を 容 器 の 内 部 で 回 動 す れ ば
、 順 次 新 た な 生 体 組 織 の 捕 獲 と 確 認 が 可 能 と な る 。 ま た 、 隣 接 す る 組 織 捕 獲 面 と 隔 壁 に よ
っ て 隔 て ら れ て い る の で 、 捕 獲 さ れ た 生 体 組 織 が 混 同 す る 恐 れ が 無 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い て 、 前 記 レ ン ズ 部 材 は 、
複 数 配 置 さ れ る 組 織 捕 獲 面 に 対 応 し て 複 数 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 こ の 発 明 に 係 る 組 織 捕 獲 装 置 に よ れ ば 、 生 体 組 織 を 捕 獲 し て い る 最 中 の 組 織 捕 獲 面 で は
、 そ の 捕 獲 状 況 を 適 時 確 認 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 そ の 他 の 組 織 捕 獲 面 に も 対 応 す る
レ ン ズ 部 材 が 設 け ら れ て い る の で 、 そ の 時 々 の 状 況 に よ っ て 、 捕 獲 完 了 し て い る 確 認 し た
い 生 体 組 織 の 状 態 を 適 時 拡 大 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い
て 、 前 記 容 器 は 、 前 記 フ ィ ル タ 部 材 の 取 り 出 し 口 が 設 け ら れ る ケ ー ス と 、 前 記 取 り 出 し 口
に 着 脱 可 能 な 蓋 と を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 こ の 発 明 に 係 る 組 織 捕 獲 装 置 に よ れ ば 、 容 器 に は フ ィ ル タ 部 材 の 取 り 出 し 口 が 設 け ら れ
て い る の で 、 生 体 組 織 の 捕 獲 が 完 了 し た 後 、 容 器 か ら 生 体 組 織 が 捕 獲 さ れ た 状 態 の フ ィ ル
タ 部 材 を 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い て 、 前 記 蓋 と 前 記 フ ィ ル
タ 部 材 は 、 互 い を 嵌 合 可 能 な 嵌 合 部 が 設 け ら れ 、 互 い に 嵌 合 し た 状 態 で 、 前 記 容 器 の 前 記
ケ ー ス か ら 取 り 外 し 可 能 と す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 こ の 発 明 に 係 る 組 織 捕 獲 装 置 に よ れ ば 、 生 体 組 織 が 捕 獲 さ れ た 状 態 の フ ィ ル タ 部 材 と 蓋
と を 一 体 の も の と し て 組 織 捕 獲 装 置 か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。 こ の た め 、 捕 獲 後 の フ ィ
ル タ 部 材 の 保 管 が 容 易 で あ る と と も に 、 保 管 し た 状 態 で も 同 様 に 拡 大 観 察 に よ る 生 体 組 織
の 確 認 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い
て 、 前 記 レ ン ズ 部 材 は 、 前 記 組 織 捕 獲 面 と 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
　 こ の 発 明 に 係 る 組 織 捕 獲 装 置 に よ れ ば 、 レ ン ズ 部 材 が 生 体 組 織 が 捕 獲 さ れ た 組 織 捕 獲 面
と 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ る こ と で 、 拡 大 観 察 よ る 生 体 組 織 の 確 認 が よ り 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い
て 、 前 記 フ ィ ル タ 部 材 の 前 記 流 入 口 側 に 前 記 生 体 組 織 を 捕 獲 す る こ と が 可 能 な 大 き さ の す
り 鉢 状 の 陥 凹 部 が 形 成 さ れ 、 該 陥 凹 部 の 底 面 に 前 記 組 織 捕 獲 面 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と
し て い る 。
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　 こ の 発 明 に 係 る 組 織 捕 獲 装 置 に よ れ ば 、 す り 鉢 状 の 陥 凹 部 が 形 成 さ れ て い る こ と で 、 よ
り 効 率 的 に 底 面 の 組 織 捕 獲 面 に 生 体 組 織 が 集 積 さ れ る 。 こ の た め 、 拡 大 観 察 に よ る 生 体 組
織 の 確 認 が よ り 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 に お い
て 、 前 記 組 織 捕 獲 面 を 照 射 す る 照 明 部 材 を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 こ の 発 明 に 係 る 組 織 捕 獲 装 置 に よ れ ば 、 照 明 部 材 で 照 射 し た 状 態 で 、 捕 獲 さ れ た 生 体 組
織 を 拡 大 観 察 で き る の で 、 よ り 容 易 に 生 体 組 織 の 確 認 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ９ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 と 、 体
内 の 対 象 部 位 を 先 端 部 に お い て 吸 引 可 能 で 、 基 端 部 に お い て 前 記 組 織 捕 獲 装 置 の 前 記 流 入
口 と 接 続 可 能 な 前 記 流 体 流 入 用 管 路 と 、 前 記 組 織 捕 獲 装 置 の 前 記 流 出 口 と 先 端 部 に お い て
接 続 可 能 で 、 基 端 部 に お い て 吸 引 源 と 接 続 す る 前 記 流 体 流 出 用 管 路 と を 備 え る こ と を 特 徴
と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 案 し て い る 。
　 こ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 レ ン ズ 部 材 に よ る 拡 大 観 察 が 可 能 な 組 織 捕 獲 装 置
が 取 り 付 け ら れ て い る の で 、 内 視 鏡 用 処 置 具 の 処 置 部 に よ っ て 採 取 さ れ た 生 体 組 織 の 状 態
を た だ ち に 拡 大 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 １ ０ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 の 組 織 捕 獲 装 置 と 、
体 内 の 対 象 部 位 を 先 端 部 に お い て 吸 引 可 能 で 、 基 端 部 に お い て 前 記 組 織 捕 獲 装 置 の 前 記 流
入 口 と 接 続 可 能 な 前 記 流 体 流 入 用 管 路 と 、 前 記 組 織 捕 獲 装 置 の 前 記 流 出 口 と 先 端 部 に お い
て 接 続 可 能 で 、 基 端 部 に お い て 吸 引 源 と 接 続 す る 前 記 流 体 流 出 用 管 路 と を 備 え る こ と を 特
徴 と す る 内 視 鏡 を 提 案 し て い る 。
　 こ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 で は 、 レ ン ズ 部 材 に よ る 拡 大 観 察 が 可 能 な 組 織 捕 獲 装 置 が 取 り 付
け ら れ て い る の で 、 組 み 合 わ せ て 使 用 す る 内 視 鏡 用 処 置 具 の 処 置 部 に よ っ て 採 取 さ れ た 生
体 組 織 の 状 態 を た だ ち に 拡 大 観 察 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 願 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ 部 材 の 組 織 捕 獲 面 上 に 体 液 な ど の 液 体 と 分 別 、 捕 獲 さ れ た
生 体 組 織 を 、 レ ン ズ 部 材 に よ っ て 拡 大 観 察 す る こ と が で き 、 ケ ー ス を 観 察 者 の 目 前 ま で 持
っ て き て 凝 視 す る 、 あ る い は 一 度 フ ィ ル タ を 取 り 外 し て 凝 視 す る 必 要 が 無 く な る 。 こ の た
め 、 確 実 な 生 体 組 織 捕 獲 の 有 無 及 び 状 態 の 確 認 を す る こ と が で き 、 確 認 不 足 に よ る 生 体 組
織 の 捕 獲 作 業 の や り 直 し な ど が 生 じ な く て 済 む 。 つ ま り 、 捕 獲 作 業 に 係 る 時 間 の 短 縮 、 組
織 捕 獲 装 置 操 作 者 の 作 業 負 担 の 軽 減 に な り 、 ひ い て は 、 被 験 者 で あ る 患 者 の 負 担 の 軽 減 に
も な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 第 １ の 実 施 形 態 ）
　 図 １ か ら 図 １ ０ は 、 こ の 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 図 １ に 組 織 捕 獲 装 置
２ が 設 け ら れ た 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 全 体 図 を 、 図 ２ に 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 処 置 部 ４ の 拡 大
図 を 示 す 。 ま た 、 図 ３ に 内 視 鏡 用 処 置 具 １ に 装 着 さ れ た 組 織 捕 獲 装 置 ２ の 拡 大 図 を 示 す 。
ま た 、 図 ４ は 流 入 口 ２ ４ の 位 置 に お け る 組 織 捕 獲 装 置 ２ の 断 面 図 、 図 ５ は レ ン ズ 部 材 ２ ０
の 位 置 に お け る 組 織 捕 獲 装 置 ２ の 断 面 図 を 示 す 。 さ ら に 、 図 ６ 及 び 図 ７ は 組 織 捕 獲 装 置 ２
の フ ィ ル タ 部 材 １ ９ の 斜 視 図 、 図 ８ は 組 織 捕 獲 装 置 ２ の 蓋 ２ ３ の 斜 視 図 、 図 ９ は 組 織 捕 獲
装 置 ２ の ケ ー ス ２ ２ の 斜 視 図 を 示 す 。 図 １ ０ に 組 織 捕 獲 装 置 ２ で 捕 獲 さ れ た 生 体 組 織 Ａ の
標 本 ケ ー ス ４ ５ の 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 １ は 、 組 織 捕 獲 装 置 ２ と 、 体 内 に 挿 入 さ
れ 、 可 撓 性 を 有 す る 可 撓 管 ３ と 、 可 撓 管 ３ の 先 端 部 ３ ａ に 設 け ら れ る 処 置 部 ４ と 、 可 撓 管
３ に 介 装 さ れ る 流 体 流 入 用 管 路 ５ と 、 送 水 管 路 ６ 及 び 操 作 ワ イ ヤ ー ７ と 、 可 撓 管 ３ の 基 端
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部 ３ ｂ に 接 続 さ れ 、 送 水 ポ ー ト ８ と 吸 引 管 接 続 口 ９ 及 び 組 織 捕 獲 装 置 ２ が 接 続 可 能 な 装 置
取 付 部 １ ０ と が 設 け ら れ る 操 作 部 １ １ と で 構 成 さ れ て い る 。 組 織 捕 獲 装 置 ２ の 中 心 軸 Ｏ ２
は 、 操 作 部 １ １ の 操 作 軸 １ １ ａ と 平 行 に な る よ う に 、 装 置 取 付 部 １ ０ に 取 り 付 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 処 置 部 ４ は 、 一 対 の ジ ョ ー １ ２ が 互 い に 軸 着 し て 、 可 撓 管 ３ の 先 端
部 ３ ａ に 固 定 さ れ る も の で 、 操 作 ワ イ ヤ ー ７ が ス ラ イ ダ １ ４ と 連 動 す る こ と に よ っ て 、 一
対 の ジ ョ ー １ ２ が 開 閉 可 能 に な っ て い る 。 ま た 、 一 対 の ジ ョ ー １ ２ の 間 に は 、 可 撓 管 ３ に
介 装 さ れ た 流 体 流 入 用 管 路 ５ 及 び 送 水 管 路 ６ の 先 端 部 ５ ａ 及 び ６ ａ が 露 出 し て い る 。 図 １
に 示 す よ う に 、 流 体 流 入 用 管 路 ５ の 基 端 部 ５ ｂ は 、 装 置 取 付 部 １ ０ に 接 続 さ れ て 、 組 織 捕
獲 装 置 ２ を 装 置 取 付 部 １ ０ に 接 続 し た 際 に 、 組 織 捕 獲 装 置 ２ と 接 続 さ れ る よ う に な っ て い
る 。 ま た 、 送 水 管 路 ６ の 基 端 部 は 送 水 ポ ー ト ８ と 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 送 水 ポ ー ト ８ に
は 、 送 水 源 １ ３ が 接 続 さ れ る 。 送 水 源 １ ３ に は 、 送 水 手 段 と し て 例 え ば シ リ ン ジ や 、 送 水
ポ ン プ が 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 操 作 部 １ １ に 流 体 流 出 用 管 路 １ ５ が 内 装 さ れ て い る 。 流
体 流 出 用 管 路 １ ５ の 先 端 部 １ ５ ａ は 、 装 置 取 付 部 １ ０ に 接 続 さ れ 、 組 織 捕 獲 装 置 ２ を 装 置
取 付 部 １ ０ に 接 続 し た 際 に 、 組 織 捕 獲 装 置 ２ と 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 流 体
流 出 用 管 路 １ ５ の 基 端 部 １ ５ ｂ は 、 操 作 部 １ １ の 吸 引 管 接 続 口 ９ に 接 続 さ れ 、 吸 引 管 接 続
口 ９ に 吸 引 源 １ ６ と 接 続 さ れ る 吸 引 管 １ ７ を 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 組 織 捕 獲 装 置 ２ は 、 容 器 １ ８ と 、 容 器 １ ８ の 内 部 に 収 容 可 能
な フ ィ ル タ 部 材 １ ９ と 、 レ ン ズ 部 材 ２ ０ と で 構 成 さ れ て い る 。 容 器 １ ８ は 、 略 円 筒 状 の 部
材 で 、 下 部 １ ８ ａ が 閉 合 さ れ 、 上 部 １ ８ ｂ が フ ィ ル タ 部 材 １ ９ の 取 り 出 し 口 ２ １ と し て 開
放 さ れ る ケ ー ス ２ ２ と 、 取 り 出 し 口 ２ １ を 閉 合 す る 蓋 ２ ３ を 備 え て い る 。 ケ ー ス ２ ２ 及 び
蓋 ２ ３ は 、 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク 、 例 え ば ポ リ カ ー ボ ネ ー ド 、 ポ リ サ ル フ ォ ン な ど で 形 成 さ
れ て い る 。 フ ィ ル タ 部 材 １ ９ は 、 容 器 １ ８ の 内 側 に 、 ケ ー ス ２ ２ と 蓋 ２ ３ と に よ っ て 上 下
に 挟 装 さ れ る 。 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ケ ー ス ２ ２ の 側 面 ２ ２ ｅ の 上 部 に お い て 、 流 体
流 入 用 管 路 ５ の 基 端 部 ５ ｂ と 接 続 さ れ る 流 入 口 ２ ４ 、 下 部 １ ８ ａ に は 流 体 流 出 用 管 路 １ ５
の 先 端 部 １ ５ ａ が 接 続 さ れ る 流 出 口 ２ ５ と ２ つ の 開 口 が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 ケ ー ス ２ ２ の
上 方 外 周 端 に は 、 蓋 係 合 部 ２ ２ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 蓋 ２ ３ は 、 ケ ー ス ２ ２ の 内 径 よ り も 僅 か に 小 に 設 定 さ
れ て い る 外 径 を 有 す る 略 円 板 状 の 部 材 で 、 中 心 に 貫 通 孔 ２ ６ ａ を 有 す る 円 盤 部 ２ ６ と 、 円
盤 部 ２ ６ の 外 周 端 ２ ６ ｂ の 上 方 に 突 設 す る 周 状 縦 壁 部 ２ ７ と 、 円 盤 部 ２ ６ の 上 面 ２ ６ ｃ の
同 軸 上 に 突 設 す る ツ マ ミ 部 ２ ８ と で 構 成 さ れ て い る 。 ツ マ ミ 部 ２ ８ の 内 部 に は 中 空 部 ２ ８
ａ が 形 成 さ れ 、 中 空 部 ２ ８ ａ は 円 盤 部 ２ ６ の 貫 通 孔 ２ ６ ａ と 連 通 し て い る 。 ま た 、 図 ３ 、
図 ８ に 示 す よ う に 、 ツ マ ミ 部 ２ ８ 及 び 円 盤 部 ２ ６ の 貫 通 孔 ２ ６ ａ の 平 断 面 は 、 非 円 形 形 状
で あ り 、 よ り 具 体 的 に は Ｄ 形 の 形 状 を 有 し て い る 。 ま た 、 図 ４ 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 周 状
縦 壁 部 ２ ７ の 外 周 部 ２ ７ ａ に は 、 Ｏ リ ン グ 取 付 溝 ２ ９ が 形 成 さ れ 、 Ｏ リ ン グ ３ ０ が 嵌 合 さ
れ て い る 。 蓋 ２ ３ の 周 状 縦 壁 部 ２ ７ と 、 Ｏ リ ン グ ３ ０ と に よ っ て 、 ケ ー ス ２ ２ に 蓋 ２ ３ を
組 み 付 け た 際 に 、 取 り 出 し 口 ２ １ の 機 密 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 周 状 縦 壁 部 ２
７ の 上 端 部 ２ ７ ｂ に は 、 ケ ー ス 係 合 部 ２ ７ ｃ が 形 成 さ れ て い て 、 ケ ー ス ２ ２ と 蓋 ２ ３ を 組
み 付 け る 際 に 、 ケ ー ス 係 合 部 ２ ７ ｃ を 蓋 係 合 部 ２ ２ ａ に 嵌 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 ケ ー ス
２ ２ と 蓋 ２ ３ を 一 体 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 図 ４ 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 フ ィ ル タ 部 材 １ ９ は 、 略 円 板 状 の 仕 切 り 部 ３ １ と 、
略 円 柱 状 で 、 仕 切 り 部 ３ １ の 上 面 ３ １ ａ に 同 軸 上 に 設 け ら れ る 円 柱 部 ３ ２ と 、 円 柱 部 ３ ２
の 上 面 ３ ２ ａ に 同 軸 上 に 設 け ら れ る 嵌 合 部 ３ ３ と 、 略 円 柱 状 で 、 仕 切 り 部 ３ １ の 下 面 ３ １
ｂ に 同 軸 上 に 設 け ら れ る 軸 部 ３ ４ と で 構 成 さ れ て い る 。 仕 切 り 部 ３ １ の 外 径 は 、 ケ ー ス ２
２ の 内 部 に フ ィ ル タ 部 材 １ ９ を 挿 入 し た 際 に 、 仕 切 り 部 ３ １ の 外 周 部 ３ １ ｃ と ケ ー ス ２ ２
の 内 周 部 ２ ２ ｂ と の 間 の 隙 間 が 、 体 内 よ り 処 置 部 ４ に よ っ て 回 収 さ れ る 生 体 組 織 Ａ が 通 過
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で き な い 程 度 の 大 き さ に な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 円 柱 部 ３ ２ の 外 径 は 、 仕 切 り 部 ３ １
の 外 径 よ り 小 に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 嵌 合 部 ３ ３ の 平 断 面 形 状 は 、 ツ マ ミ 部 ２ ８ の 中 空
部 ２ ８ ａ 及 び 円 盤 部 ２ ６ の 貫 通 孔 ２ ６ ａ の 形 状 と 対 応 す る Ｄ 形 の 形 状 を 有 し 、 ツ マ ミ 部 ２
８ の 中 空 部 ２ ８ ａ に 嵌 合 可 能 な 大 き さ に 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 軸 部 ３ ４ の 外 径 は 、 仕
切 り 部 ３ １ の 外 径 よ り 小 に 設 定 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ 部 材 １ ９ は 、 プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ
れ 、 透 明 な 材 質 で も 、 不 透 明 な 材 質 で も 良 い が 、 好 ま し く は 青 色 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 円 柱 部 ３ ２ の 周 面 部 ３ ２ ｂ に は 、 フ ィ ル タ 部 材 １ ９ の 中 心 軸
Ｏ １ ９ か ら 放 射 状 に 仕 切 り 部 ３ １ の 外 周 部 ３ １ ｃ ま で 突 出 す る 隔 壁 ３ ５ が 、 複 数 、 等 間 隔
に 配 列 す る 。 隔 壁 ３ ５ の 下 端 ３ ５ ａ は 、 仕 切 り 部 ３ １ の 上 面 ３ １ ａ と 接 合 し 、 隔 壁 ３ ５ の
高 さ は 、 円 柱 部 ３ ２ の 高 さ と 同 等 で あ る 。 ま た 、 複 数 の 隔 壁 ３ ５ に よ っ て 隔 て ら れ た 各 々
の 捕 獲 ス ペ ー ス ３ ５ ｂ に お い て 、 円 柱 部 ３ ２ の 周 面 部 ３ ２ ｂ に は 、 そ れ ぞ れ 体 内 よ り 処 置
部 ４ に よ っ て 回 収 さ れ る 生 体 組 織 Ａ を 捕 獲 す る こ と が 可 能 な 大 き さ を 有 す る 陥 凹 部 ３ ６ が
形 成 さ れ て い る 。 陥 凹 部 ３ ６ の 底 面 ３ ６ ａ に は 、 組 織 捕 獲 面 ３ ７ が 形 成 さ れ る 。 そ れ ぞ れ
の 陥 凹 部 ３ ６ の 組 織 捕 獲 面 ３ ７ に は 、 仕 切 り 部 ３ １ の 下 面 ３ １ ｂ ま で 貫 通 す る 複 数 の 微 小
貫 通 孔 ３ ８ が 形 成 さ れ る 。 微 小 貫 通 孔 ３ ８ の 大 き さ は 、 体 内 よ り 処 置 部 ４ に よ っ て 回 収 さ
れ る 生 体 組 織 Ａ が 通 過 で き な い 程 度 の 大 き さ で 、 か つ 生 体 組 織 Ａ と と も に 回 収 さ れ る 血 液
、 粘 液 等 の 液 体 が 通 過 で き る 程 度 の 大 き さ で あ る 。 ま た 、 仕 切 り 部 ３ １ の 外 周 部 ３ １ ｃ に
は 、 常 時 は 凸 状 で 、 外 力 に よ っ て 容 易 に 変 形 可 能 な 位 置 決 め 凸 部 ３ ９ が 少 な く と も １ 個 形
成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 軸 部 ３ ４ の 周 面 部 ３ ４ ａ に は 、 ス ト ッ パ リ ブ ４ ０ が 半 径 方 向 に 突
出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 容 器 １ ８ の ケ ー ス ２ ２ の 内 周 部 ２ ２ ｂ に は 、 フ
ィ ル タ 部 材 １ ９ の 位 置 決 め 凸 部 ３ ９ を 嵌 合 可 能 な 溝 で あ る 複 数 の 位 置 決 め 凹 部 ４ １ が 形 成
さ れ て い る 。 複 数 の 位 置 決 め 凹 部 ４ １ は 、 フ ィ ル タ 部 材 １ ９ の 陥 凹 部 ３ ６ の 配 列 間 隔 と 同
間 隔 で 、 周 方 向 に 配 列 し て い る 。 フ ィ ル タ 部 材 １ ９ を ケ ー ス ２ ２ の 内 部 に 挿 入 し て 、 ケ ー
ス ２ ２ の い ず れ か １ つ の 位 置 決 め 凹 部 ４ １ に 、 フ ィ ル タ 部 材 １ ９ の 位 置 決 め 凸 部 ３ ９ が 嵌
合 す る と 、 対 応 す る １ つ の 陥 凹 部 ３ ６ の 組 織 捕 獲 面 ３ ７ と 、 ケ ー ス ２ ２ に 形 成 さ れ て い る
流 入 口 ２ ４ と が 対 向 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 ケ ー ス ２ ２ の 外 周 部 ２ ２ ｃ に は 、 外 周
部 ２ ２ ｃ か ら 内 周 部 ２ ２ ｂ に 連 通 し て 、 レ ン ズ 部 材 ２ ０ が 取 付 ら れ て い る 。 レ ン ズ 部 材 ２
０ は 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク あ る い は 、 ガ ラ ス 等 で 形 成 さ れ て い る 。 レ ン ズ 部 材 ２ ０ の 取 付
位 置 は 、 ケ ー ス ２ ２ に フ ィ ル タ 部 材 １ ９ を 挿 入 し た 際 に 、 流 入 口 ２ ４ と 対 向 す る 組 織 捕 獲
面 ３ ７ と 隣 接 す る 他 の 組 織 捕 獲 面 ３ ７ に 対 向 す る 位 置 と な っ て い る 。 さ ら に 、 ケ ー ス ２ ２
の 底 面 ２ ２ ｄ に は 、 ス ト ッ パ 凸 部 ４ ２ が 突 設 さ れ る 。 ス ト ッ パ 凸 部 ４ ２ は 、 い ず れ か の ケ
ー ス ２ ２ の 位 置 決 め 凹 部 ４ １ に 、 フ ィ ル タ 部 材 １ ９ の 位 置 決 め 凸 部 ３ ９ が 嵌 合 し た 際 に 、
ケ ー ス ２ ２ の 内 部 に お い て 、 フ ィ ル タ 部 材 １ ９ が 流 入 口 ２ ４ か ら レ ン ズ 部 材 ２ ０ の 取 付 位
置 へ 向 う 周 方 向 と 一 致 す る 回 動 方 向 Ｃ と 反 対 方 向 に 回 動 し な い よ う に 、 ス ト ッ パ リ ブ ４ ０
と 当 接 す る 配 置 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 組 織 捕 獲 装 置 ２ は 、 ケ ー ス ２ ２ の 内 部 で 、 ケ ー
ス ２ ２ の 底 面 ２ ２ ｄ と フ ィ ル タ 部 材 １ ９ の 軸 部 ３ ４ の 下 面 ３ ４ ｂ と が 当 接 し 、 蓋 ２ ３ の 円
盤 部 ２ ６ の 下 面 ２ ６ ｄ と 円 柱 部 ３ ２ の 上 面 ３ ２ ａ と が 当 接 し 、 か つ 蓋 ２ ３ の ツ マ ミ 部 ２ ８
の 中 空 部 ２ ８ ａ と フ ィ ル タ 部 材 １ ９ の 嵌 合 部 ３ ３ と が 嵌 合 し た 状 態 で 、 組 み 付 け ら れ て い
る 。 こ の た め 、 蓋 ２ ３ と フ ィ ル タ 部 材 １ ９ と は 、 フ ィ ル タ 部 材 １ ９ の 軸 部 ３ ４ 及 び 蓋 ２ ３
の ケ ー ス 係 合 部 ２ ７ ｃ と ケ ー ス ２ ２ の 蓋 係 合 部 ２ ２ ａ に よ っ て 、 ケ ー ス ２ ２ の 内 部 で 、 中
心 軸 Ｏ ２ を 中 心 と し て 回 動 可 能 に な っ て い る 。 ま た 、 蓋 ２ ３ の ツ マ ミ 部 ２ ８ と フ ィ ル タ 部
材 １ ９ の 嵌 合 部 ３ ３ と の 嵌 合 力 に 対 し て 、 蓋 ２ ３ の ケ ー ス 係 合 部 ２ ７ ｃ と ケ ー ス ２ ２ の 蓋
係 合 部 ２ ２ ａ と の 嵌 合 力 は 小 に 設 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 蓋 ２ ３ の ツ マ ミ 部 ２ ８ を 把 持
し て 、 ケ ー ス ２ ２ か ら 引 き 抜 け ば 、 蓋 ２ ３ と フ ィ ル タ 部 材 １ ９ が 一 体 と な っ て 取 り 外 す こ
と が 可 能 に な っ て い る 。 ま た 、 蓋 ２ ３ の ツ マ ミ 部 ２ ８ の 上 面 ２ ８ ｂ と 、 装 置 取 付 部 １ ０ の
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上 面 １ ０ ａ に は 対 応 す る 位 置 決 め マ ー キ ン グ ４ ３ 、 ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。 組 織 捕 獲 装 置
２ を 装 置 取 付 部 １ ０ に 取 付 け る 場 合 に お い て 、 こ の 位 置 決 め マ ー キ ン グ ４ ３ 、 ４ ４ が 対 向
す る よ う に 蓋 ２ ３ の ツ マ ミ 部 ２ ８ を 回 動 し て 、 調 整 す る 。 こ れ に よ り 、 フ ィ ル タ 部 材 １ ９
の 位 置 決 め 凸 部 ３ ９ と 位 置 決 め 凹 部 ４ １ と が 嵌 合 し 、 か つ ス ト ッ パ リ ブ ４ ０ と ス ト ッ パ 凸
部 ４ ２ と が 当 接 し た 状 態 で 、 流 入 口 ２ ４ と 組 織 捕 獲 面 ３ ７ の １ 箇 所 が 対 向 す る よ う に 設 定
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 １ 及 び 組 織 捕 獲 装 置 ２ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず
、 図 １ に 示 す 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 可 撓 管 ３ を 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル （ 不 図 示 ） よ り 体 内 へ
挿 入 す る 。 対 象 部 位 ま で 処 置 部 ４ が 到 達 し た ら 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ス ラ イ ダ １ ４ を 先 端
側 に 押 し て 一 対 の ジ ョ ー １ ２ を 開 く 。 開 い た 状 態 で 、 対 象 部 位 に 近 接 さ せ て 、 ス ラ イ ダ １
４ を 基 端 側 に 引 い て 、 ジ ョ ー １ ２ を 閉 じ る 。 こ れ に よ っ て 、 対 象 部 位 の 生 体 組 織 Ａ を 閉 合
し た 一 対 の ジ ョ ー １ ２ の 中 空 部 １ ２ ａ に 収 容 さ せ る 。 次 に 、 送 水 源 １ ３ の 水 を 送 水 ポ ー ト
８ か ら 送 水 管 路 ６ を 経 由 し て 、 送 水 管 路 ６ の 先 端 部 ６ ａ か ら 吐 出 さ せ る 。 こ の 吐 出 さ れ た
水 に よ っ て 、 ジ ョ ー １ ２ の 中 空 部 １ ２ ａ で 、 採 取 さ れ た 生 体 組 織 Ａ と 、 血 液 、 粘 液 等 の 体
液 と は 、 水 と 混 合 し て 、 混 合 流 体 と な る 。 こ の 状 態 で 、 吸 引 源 １ ６ に よ る 吸 引 を 開 始 す る
。 吸 引 源 １ ６ は 、 吸 引 管 １ ７ を 経 由 し て 、 吸 引 管 接 続 口 ９ に 接 続 し て い る 。 さ ら に 、 吸 引
管 接 続 口 ９ か ら 、 流 体 流 出 用 管 路 １ ５ を 経 由 し て 、 組 織 捕 獲 装 置 ２ の 流 出 口 ２ ５ に 接 続 し
、 組 織 捕 獲 装 置 ２ の 流 入 口 ２ ４ か ら 流 体 流 入 用 管 路 ５ を 経 由 し て 、 ジ ョ ー １ ２ の 中 空 部 １
２ ａ に 露 出 す る 流 体 流 入 用 管 路 ５ の 先 端 部 ５ ａ に 接 続 す る 。 こ の た め 、 吸 引 源 １ ６ に よ る
吸 引 を 開 始 す る と 、 ジ ョ ー １ ２ の 中 空 部 １ ２ ａ の 生 体 組 織 Ａ を 含 む 混 合 流 体 を 吸 引 し 、 流
体 流 入 用 管 路 ５ を 経 由 し て 、 流 入 口 ２ ４ か ら 組 織 捕 獲 装 置 ２ に 搬 送 さ れ る 。 こ の と き 、 図
３ に 示 す よ う に 、 組 織 捕 獲 装 置 ２ と 装 置 取 付 部 １ ０ の 位 置 決 め マ ー キ ン グ ４ ３ 、 ４ ４ は 、
互 い に 対 向 す る 位 置 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 生 体 組 織 Ａ を 含 ん だ 混 合 流 体 は 、 組 織 捕 獲 装 置 ２ の 内 部 に お い て 、
開 口 間 吸 引 経 路 Ｂ を 通 過 す る 。 こ の 際 、 液 体 で あ る 水 と 体 液 の 混 合 液 は 、 陥 凹 部 ３ ６ の 組
織 捕 獲 面 ３ ７ か ら 微 小 貫 通 孔 ３ ８ を 通 過 し て 、 流 出 口 ２ ５ に 搬 送 さ れ る 。 ま た 、 固 体 で あ
る 生 体 組 織 Ａ は 、 組 織 捕 獲 面 ３ ７ に お い て 、 微 小 貫 通 孔 ３ ８ を 通 過 で き な い の で 、 組 織 捕
獲 面 ３ ７ 上 で 捕 獲 さ れ る こ と に な る 。 ジ ョ ー １ ２ で 採 取 さ れ た 生 体 組 織 Ａ を あ る 程 度 搬 送
す る こ と が で き た ら 、 送 水 源 １ ３ 及 び 吸 引 源 １ ６ の 稼 動 を 停 止 す る 。 こ の 状 態 で 、 蓋 ２ ３
の ツ マ ミ 部 ２ ８ を 把 持 し 、 回 動 方 向 Ｃ に 回 動 さ せ る 。 こ こ で 、 蓋 ２ ３ と フ ィ ル タ 部 材 １ ９
は 、 ツ マ ミ 部 ２ ８ と 嵌 合 部 ３ ３ と が 互 い に 嵌 合 さ れ た 状 態 に あ る の で 、 フ ィ ル タ 部 材 １ ９
は 、 蓋 ２ ３ と 連 動 し て 、 ケ ー ス ２ ２ の 内 部 で 中 心 軸 Ｏ ２ を 中 心 に 回 動 す る 。 こ の 際 、 フ ィ
ル タ 部 材 １ ９ の 位 置 決 め 凸 部 ３ ９ は 、 ケ ー ス ２ ２ の 位 置 決 め 凹 部 ４ １ か ら 外 れ て 、 変 形 す
る こ と で 、 回 動 す る こ と が 可 能 に な る 。 た だ し 、 フ ィ ル タ 部 材 １ ９ の 軸 部 ３ ４ の ス ト ッ パ
リ ブ ４ ０ と 、 ケ ー ス ２ ２ の ス ト ッ パ 凸 部 ４ ２ に よ っ て 、 回 動 方 向 Ｃ へ の み 回 動 可 能 な よ う
に 規 制 さ れ て い る の で 、 回 動 方 向 Ｃ と 反 対 側 へ は 回 動 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 蓋 ２ ３ の ツ マ ミ 部 ２ ８ を 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 流 入 口 ２ ４ と 対 向 し 、 生 体 組 織 Ａ を 捕
獲 し た 組 織 捕 獲 面 ３ ７ は 、 レ ン ズ 部 材 ２ ０ と 対 向 す る 位 置 ま で 移 動 す る 。 そ し て 、 仕 切 り
部 ３ １ の 外 周 部 ３ １ ｃ の 内 部 に 没 し た 位 置 決 め 凸 部 ３ ９ は 移 動 し て 、 次 の 位 置 決 め 凹 部 ４
１ に 嵌 合 し 、 レ ン ズ 部 材 ２ ０ と 組 織 捕 獲 面 ３ ７ と が 対 向 す る 位 置 と な る 。 レ ン ズ 部 材 ２ ０
に よ っ て 、 生 体 組 織 Ａ を 正 面 視 か つ 拡 大 視 し て 、 生 体 組 織 Ａ の 捕 獲 の 有 無 、 状 態 な ど を 確
認 す る こ と が で き る の で 、 確 実 性 、 視 認 性 が 高 ま る と い え る 。 ま た 、 流 入 口 ２ ４ に は 隣 接
す る 新 し い 組 織 捕 獲 面 ３ ７ が 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ る の で 、 同 時 に 次 の 生 体 組 織 Ａ の 捕
獲 を 開 始 す る こ と が で き る 。 こ の 際 、 隣 り 合 う 組 織 捕 獲 面 ３ ７ 同 士 は 、 隔 壁 ３ ５ に よ っ て
隔 て ら れ て い る の で 、 捕 獲 さ れ た 生 体 組 織 Ａ が 混 同 す る 恐 れ は 無 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 作 業 を 順 次 繰 り 返 し 、 フ ィ ル タ 部 材 １ ９ に 形 成 さ れ て い る 組 織 捕 獲 面 ３ ７ の 数 だ け
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生 体 組 織 Ａ を 捕 獲 す る こ と が 可 能 で あ る 。 最 後 の 組 織 捕 獲 面 ３ ７ で 生 体 組 織 Ａ を 捕 獲 し た
後 、 蓋 ２ ３ の ツ マ ミ 部 ２ ８ を 回 動 す る と 、 次 に 位 置 す る 最 初 に 生 体 組 織 Ａ を 捕 獲 し た 組 織
捕 獲 面 ３ ７ が 流 入 口 ２ ４ に 対 向 す る 位 置 ま で 回 動 す る 手 前 で 、 フ ィ ル タ 部 材 １ ９ の 軸 部 ３
４ の ス ト ッ パ リ ブ ４ ０ と 、 ケ ー ス ２ ２ の ス ト ッ パ 凸 部 ４ ２ が 再 び 当 接 す る 。 こ の た め 、 す
べ て の 組 織 捕 獲 面 ３ ７ で 生 体 組 織 Ａ の 捕 獲 が 完 了 し た こ と を 操 作 者 に 知 ら せ る こ と が で き
る と と も に 、 生 体 組 織 Ａ の ２ 重 採 り を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の 作 業 に よ り 、 生 体 組 織 Ａ の 捕 獲 を 完 了 し た フ ィ ル タ 部 材 １ ９ は 、 蓋 ２ ３ に 嵌 合 さ
れ た 状 態 で 、 蓋 ２ ３ の 周 状 縦 壁 部 ２ ７ の ケ ー ス 係 合 部 ２ ７ ｃ を ケ ー ス ２ ２ の 蓋 係 合 部 ２ ２
ａ か ら 取 り 外 す こ と に よ っ て 、 ケ ー ス ２ ２ と 分 離 す る こ と が で き る 。 な お 、 組 織 捕 獲 装 置
２ に よ っ て 捕 獲 し た 生 体 組 織 Ａ は 、 乾 燥 し て し ま う と 、 自 己 融 解 し 病 理 検 査 に 使 用 で き な
く な っ て し ま う 。 こ の た め 、 組 織 保 存 液 に 漬 け て 、 保 存 す る 必 要 が あ る 。 図 １ ０ に 示 す よ
う に 、 予 め 容 易 し た ケ ー ス ２ ２ と 同 形 状 で 、 蓋 係 合 部 ４ ５ ａ を 有 す る 標 本 ケ ー ス ４ ５ を 用
意 す る 。 そ し て 、 標 本 ケ ー ス ４ ５ の 内 部 に 組 織 保 存 液 ４ ６ を 充 填 さ せ た 状 態 で 、 上 述 の 蓋
２ ３ と フ ィ ル タ 部 材 １ ９ が 一 体 と な っ た も の を 標 本 ケ ー ス ４ ５ の 内 部 に 収 容 さ せ る こ と で
、 捕 獲 し た 生 体 組 織 Ａ の 保 管 を す る こ と が で き る 。 こ の 方 法 で は 、 捕 獲 し た 生 体 組 織 Ａ を
移 し 変 え た り す る 必 要 が な く 、 そ の ま ま 保 存 す る こ と が で き る 。 ま た 、 別 の 蓋 ２ ３ 及 び フ
ィ ル タ 部 材 １ ９ を 用 意 し た 新 た に 組 織 捕 獲 装 置 ２ に 係 合 す る こ と で 、 体 内 か ら さ ら に 採 取
さ れ る 生 体 組 織 Ａ を 捕 獲 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 こ の 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ２ で は 、 レ
ン ズ 部 材 ２ ０ を 設 け る こ と で 、 捕 獲 し た 生 体 組 織 Ａ を 拡 大 し て 、 正 確 に 確 認 す る こ と が で
き る 。 こ の た め 、 ケ ー ス ２ ２ を 観 察 者 の 目 前 ま で 持 っ て き て 凝 視 す る 、 あ る い は 、 一 度 フ
ィ ル タ を 取 り 外 し て 凝 視 す る 必 要 が 無 く な る の で 、 手 技 時 間 の 短 縮 、 組 織 捕 獲 装 置 操 作 者
の 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ２ の 場 合 で は 、 生 体
組 織 Ａ を 含 ん だ 混 合 流 体 が 組 織 捕 獲 装 置 ２ に 流 入 す る 場 所 と 、 レ ン ズ 部 材 ２ ０ で 生 体 組 織
Ａ を 確 認 す る 場 所 が 、 隔 壁 ３ ５ で 仕 切 ら れ て い る の で 、 混 合 流 体 に よ っ て 、 レ ン ズ 部 材 ２
０ が 汚 さ れ て 、 レ ン ズ 部 材 ２ ０ に よ る 観 察 を す る の が 難 し く な る こ と が な く 、 簡 便 か つ 清
潔 な 組 織 捕 獲 装 置 を 実 現 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 レ ン ズ 部 材 ２ ０ は 、 ケ ー ス ２ ２ に 取 り 付 け ら れ る も の と し た が 、 ケ ー ス ２ ２ と レ
ン ズ 部 材 ２ ０ と は 、 一 体 化 し た も の と し て も 良 い 。 ま た 、 蓋 ２ ３ と フ ィ ル タ 部 材 １ ９ と は
、 ツ マ ミ 部 ２ ８ と 嵌 合 部 ３ ３ と が 互 い に Ｄ 形 の 平 断 面 形 状 を 有 し て 、 嵌 合 す る も の と し た
が 、 こ れ に 限 ら ず 、 回 動 時 及 び 引 き 抜 き 時 に 容 易 に 外 れ な い 嵌 合 力 を 有 し て い れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
　 図 １ １ 、 図 １ ２ は 、 こ の 発 明 に 係 る 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 に お い
て 、 前 述 し た 実 施 形 態 で 用 い た 部 材 と 共 通 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省
略 す る 。 図 １ １ は 、 こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ４ ７ の ケ ー ス ４ ８ の 斜 視 図 を 示 す 。 ま た
、 図 １ ２ は 、 こ の 実 施 形 態 の 流 入 口 ２ ４ の 位 置 に お け る 組 織 捕 獲 装 置 ４ ７ の 断 面 図 を 示 す
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ４ ７ で は 、 レ ン ズ 部 材 ４ ９ が 、 流 入
口 ２ ４ の 直 下 に 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 流 入 口 ２ ４ か ら 搬 送 さ れ 、 流 入 口 ２ ４ に 対 向
す る 位 置 の 組 織 捕 獲 面 ３ ７ に 捕 獲 さ れ た 生 体 組 織 Ａ を 、 送 水 及 び 吸 引 操 作 中 で も 、 そ の 位
置 で レ ン ズ 部 材 ４ ９ に よ っ て 拡 大 観 察 し て 確 認 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 組 織 捕 獲 面
３ ７ に 生 体 組 織 Ａ が 捕 獲 さ れ て い る か を 適 時 に 判 断 で き る の で 、 後 で 捕 獲 で き て い な い こ
と が 確 認 さ れ て 再 度 捕 獲 作 業 を 行 う よ う な こ と が な い 。 あ る い は 、 組 織 捕 獲 面 ３ ７ を 汚 損
し て し ま い 、 そ の 組 織 捕 獲 面 ３ ７ が 使 用 で き な く な る よ う な こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 （ 第 ３ の 実 施 形 態 ）
　 図 １ ３ か ら 図 １ ５ は 、 こ の 発 明 に 係 る 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 に お
い て 、 前 述 し た 実 施 形 態 で 用 い た 部 材 と 共 通 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を
省 略 す る 。 図 １ ３ は 、 こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ５ ０ を 装 置 取 付 部 １ ０ に 取 り 付 け た 場
合 の 斜 視 図 を 示 す 。 ま た 、 図 １ ４ は 組 織 捕 獲 装 置 ５ ０ の 内 部 の フ ィ ル タ 部 材 ５ １ の 斜 視 図
を 表 す 。 ま た 、 図 １ ５ は 組 織 捕 獲 装 置 ５ ０ の 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ３ 及 び 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ５ ０ は 、 容 器 １ ８ と 、 容
器 １ ８ の 内 側 に 収 容 可 能 な フ ィ ル タ 部 材 ５ １ と 、 レ ン ズ 部 材 ５ ２ と で 構 成 さ れ て い る 。 図
１ ４ 及 び 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 フ ィ ル タ 部 材 ５ １ は 、 略 円 板 状 の 仕 切 り 部 ５ ３ と 、 仕 切 り
部 ５ ３ の 上 面 ５ ３ ａ に 同 軸 上 に 設 け ら れ る 嵌 合 部 ５ ４ と 、 略 円 柱 状 で 、 仕 切 り 部 ５ ３ の 下
面 ５ ３ ｂ に 同 軸 上 に 設 け ら れ る 軸 部 ３ ４ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 仕 切 り 部 ５ ３ の 外 径 は 、 ケ ー ス ２ ２ の 内 部 に フ ィ ル タ 部 材 ５ １ を 挿 入 し た 際 に 、 仕 切 り
部 ５ ３ の 外 周 部 ５ ３ ｃ と ケ ー ス ２ ２ の 内 周 部 ２ ２ ｂ と の 間 の 隙 間 が 、 体 内 よ り 処 置 部 ４ に
よ っ て 回 収 さ れ る 生 体 組 織 Ａ が 通 過 で き な い 程 度 の 大 き さ に な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
ま た 、 嵌 合 部 ５ ４ の 平 断 面 形 状 は 、 ツ マ ミ 部 ２ ８ の 中 空 部 ２ ８ ａ 及 び 円 盤 部 ２ ６ の 貫 通 孔
２ ６ ａ の 形 状 と 対 応 す る Ｄ 形 の 形 状 を 有 し 、 ツ マ ミ 部 ２ ８ の 中 空 部 ２ ８ ａ に 嵌 合 可 能 な 大
き さ に 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 軸 部 ３ ４ の 外 径 は 、 仕 切 り 部 ５ ３ の 外 径 よ り 小 に 設 定 さ
れ て い る 。 フ ィ ル タ 部 材 ５ １ は 、 プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ 、 透 明 な 材 質 で も 、 不 透 明 な 材
質 で も 良 い が 、 好 ま し く は 青 色 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 嵌 合 部 ５ ４ の 周 面 部 ５ ４ ｂ に は 、 フ ィ ル タ 部 材 ５ １ の 中 心 軸 Ｏ ５
１ か ら 放 射 状 に 仕 切 り 部 ５ ３ の 外 周 部 ５ ３ ｃ ま で 突 出 す る 隔 壁 ５ ５ が 、 複 数 、 等 間 隔 に 配
列 す る 。 隔 壁 ５ ５ の 下 端 ５ ５ ａ は 、 仕 切 り 部 ５ ３ の 上 面 ５ ３ ａ と 接 合 す る 。 ま た 、 図 １ ５
に 示 す よ う に 、 隔 壁 ５ ５ の 高 さ は 、 フ ィ ル タ 部 材 ５ １ の 嵌 合 部 ５ ４ に 、 蓋 ２ ３ の ツ マ ミ 部
２ ８ の 中 空 部 ２ ８ ａ に 嵌 合 さ せ た 際 に 、 蓋 ２ ３ の 円 盤 部 ２ ６ の 下 面 ２ ６ ｄ と 、 仕 切 り 部 ５
３ の 上 面 ５ ３ ａ に 挟 装 さ れ る 高 さ を 有 す る 。 ま た 、 複 数 の 隔 壁 ５ ５ に よ っ て 隔 て ら れ た 各
々 の 捕 獲 ス ペ ー ス ５ ５ ｂ に お い て 、 仕 切 り 部 ５ ３ の 上 面 ５ ３ ａ に は 、 そ れ ぞ れ 体 内 よ り 処
置 部 ４ に よ っ て 回 収 さ れ る 生 体 組 織 Ａ を 捕 獲 す る こ と が 可 能 な 大 き さ を 有 す る 陥 凹 部 ５ ６
が 形 成 さ れ て い る 。 陥 凹 部 ５ ６ の 底 面 ５ ６ ａ に は 、 組 織 捕 獲 面 ５ ７ が 形 成 さ れ る 。 そ れ ぞ
れ の 陥 凹 部 ５ ６ の 組 織 捕 獲 面 ５ ７ に は 、 仕 切 り 部 ５ ３ の 下 面 ５ ３ ｂ ま で 貫 通 す る 複 数 の 微
小 貫 通 孔 ５ ８ が 形 成 さ れ る 。 微 小 貫 通 孔 ５ ８ の 大 き さ は 、 体 内 よ り 処 置 部 ４ に よ っ て 回 収
さ れ る 生 体 組 織 Ａ が 通 過 で き な い 程 度 の 大 き さ で 、 か つ 生 体 組 織 Ａ と と も に 回 収 さ れ る 血
液 、 粘 液 等 の 液 体 が 通 過 で き る 程 度 の 大 き さ で あ る 。 ま た 、 仕 切 り 部 ５ ３ の 外 周 部 ５ ３ ｃ
に は 、 位 置 決 め 凸 部 ３ ９ が 形 成 さ れ 、 位 置 決 め 凸 部 ３ ９ と 対 応 す る 位 置 決 め 凹 部 ４ １ が ケ
ー ス ２ ２ の 内 周 部 ２ ２ ｂ に 形 成 さ れ て い る 。 一 つ の ケ ー ス ２ ２ の 位 置 決 め 凹 部 ４ １ に 、 フ
ィ ル タ 部 材 ５ １ の 位 置 決 め 凸 部 ３ ９ が 嵌 合 す る と 、 対 応 す る 陥 凹 部 ５ ６ の 組 織 捕 獲 面 ５ ７
が 、 流 入 口 ２ ４ と 組 織 捕 獲 装 置 ５ ０ の 中 心 軸 Ｏ ５ ０ と を 結 ぶ 直 線 上 に 配 置 さ れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ３ 及 び 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 レ ン ズ 部 材 ５ ２ は 、 ス テ ー ５ ９ と 、 プ レ ー ト ６ ０ と 、
レ ン ズ 部 ６ １ と で 構 成 さ れ て い る 。 ス テ ー ５ ９ は 、 略 板 状 の 部 材 で 、 装 置 取 付 部 １ ０ の 上
面 １ ０ ａ に 鉛 直 上 方 へ 突 設 さ れ て い る 。 ま た 、 プ レ ー ト ６ ０ は 、 略 板 状 の 部 材 で 、 一 端 部
６ ０ ａ を 中 心 に 上 方 へ 回 動 自 在 で あ り 、 ま た 他 端 部 ６ ０ ｂ は 、 組 織 捕 獲 装 置 ５ ０ の 中 心 軸
Ｏ ５ ０ に 向 く よ う に ス テ ー ５ ９ の 上 端 部 ５ ９ ａ に 軸 着 さ れ て い る 。 レ ン ズ 部 ６ １ は 、 プ レ
ー ト ６ ０ の 上 面 ６ ０ ｃ か ら 下 面 ６ ０ ｄ に 貫 通 し て 設 け ら れ 、 プ ラ ス チ ッ ク あ る い は ガ ラ ス
で 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 装 置 取 付 部 １ ０ と ス テ ー ５ ９ と は 、 着 脱 自 在 に 固 定 さ れ て い て
も 、 接 合 さ れ て い て も い ず れ の 固 定 方 法 で も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 流 入 口 ２ ４ か ら 搬 送 さ れ る 生 体 組 織 Ａ を 含 ん だ 混 合 流 体 は 、 組 織
捕 獲 装 置 ５ ０ の 内 部 に お い て 、 開 口 間 吸 引 経 路 Ｄ を 通 っ て 、 流 出 口 ２ ５ か ら 流 体 流 出 用 管
路 １ ５ に 搬 出 さ れ る 。 こ の 際 、 液 体 で あ る 水 と 体 液 の 混 合 液 は 、 陥 凹 部 ５ ６ の 組 織 捕 獲 面
５ ７ か ら 微 小 貫 通 孔 ５ ８ を 通 過 し て 、 流 出 口 ２ ５ に 搬 送 さ れ る 。 ま た 、 固 体 で あ る 生 体 組
織 Ａ は 、 組 織 捕 獲 面 ５ ７ に お い て 、 微 小 貫 通 孔 ５ ８ を 通 過 で き な い の で 、 組 織 捕 獲 面 ５ ７
上 で 捕 獲 さ れ る こ と に な る 。 組 織 捕 獲 面 ５ ７ に よ る 生 体 組 織 Ａ の 捕 獲 の 有 無 は 、 組 織 捕 獲
面 ５ ７ の 上 方 に 位 置 す る レ ン ズ 部 ６ １ で 拡 大 観 察 し て 、 確 認 す る こ と が で き る 。 こ の 際 、
蓋 ２ ３ の 円 盤 部 ２ ６ を 透 過 し て 拡 大 観 察 す る こ と と な る が 、 蓋 ２ ３ は 透 明 な 材 質 で 形 成 さ
れ て い る の で 支 障 と な ら な い 。 生 体 組 織 Ａ の 捕 獲 が 完 了 し た ら 、 蓋 ２ ３ の ツ マ ミ 部 ２ ８ を
回 動 し て 、 順 次 複 数 の 組 織 捕 獲 面 ５ ７ で 捕 獲 を 行 う 。 す べ て の 捕 獲 が 完 了 し た ら 、 レ ン ズ
部 材 ５ ２ の プ レ ー ト ６ ０ を 上 方 に 回 動 し て 、 蓋 ２ ３ と 支 障 に な ら な い よ う に し た 後 、 蓋 ２
３ と フ ィ ル タ 部 材 ５ １ と を 嵌 合 し た 状 態 で 、 ケ ー ス ２ ２ か ら 取 り 外 せ ば 、 捕 獲 作 業 が 完 了
す る 。 こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ５ ０ で は 、 第 ２ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ４ ７ と 同 様
に 組 織 捕 獲 面 ５ ７ で 生 体 組 織 Ａ を 捕 獲 し な が ら 、 適 時 に 生 体 組 織 Ａ の 有 無 及 び 状 態 を 確 認
す る こ と が で き る 。 ま た 、 レ ン ズ 部 材 ５ ２ を 容 器 １ ８ の 外 側 に 設 け た の で 、 採 取 さ れ た 生
体 組 織 Ａ を 含 む 混 合 流 体 で 汚 れ る こ と が な い の で 、 拡 大 観 察 が さ ら に 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 形 態 ）
　 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ は 、 こ の 発 明 に 係 る 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 に お
い て 、 前 述 し た 実 施 形 態 で 用 い た 部 材 と 共 通 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を
省 略 す る 。 図 １ ６ に こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ６ ２ を 装 置 取 付 部 １ ０ に 取 り 付 け た 場 合
の 斜 視 図 、 図 １ ７ に こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ６ ２ の 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ６ ２ は 、 容 器 ６ ３ と 、 容 器 ６ ３ の 内
部 に 収 容 可 能 な フ ィ ル タ 部 材 ６ ４ と 、 複 数 の レ ン ズ 部 材 ６ ５ と で 構 成 さ れ て い る 。 容 器 ６
３ は 、 ケ ー ス ２ ２ と 、 蓋 ６ ６ と を 備 え 、 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク 、 例 え ば ポ リ カ ー ボ ネ ー ド 、
ポ リ サ ル フ ォ ン な ど で 形 成 さ れ て い る 。 蓋 ６ ６ は 、 ケ ー ス ２ ２ の 内 径 よ り も 僅 か に 小 に 設
定 さ れ て い る 外 径 を 有 す る 略 円 板 状 の 部 材 で 、 中 心 に 貫 通 孔 ６ ７ ａ を 有 す る 円 盤 部 ６ ７ と
、 円 盤 部 ６ ７ の 外 周 端 ６ ７ ｂ の 上 方 に 突 設 す る 周 状 縦 壁 部 ２ ７ と 、 円 盤 部 ６ ７ の 上 面 ６ ７
ｃ の 同 軸 上 に 突 設 す る ツ マ ミ 部 ２ ８ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 フ ィ ル タ 部 材 ６ ４ は 、 略 円 板 状 の 仕 切 り 部 ６ ８ と 、 略 円 柱 状 で 、 仕 切 り 部 ６ ８ の 上 面 ６
８ ａ に 同 軸 上 に 設 け ら れ る 円 柱 部 ６ ９ と 、 円 柱 部 ６ ９ の 上 面 ６ ９ ａ に 同 軸 上 に 設 け ら れ る
嵌 合 部 ３ ３ と 、 略 円 柱 状 で 、 仕 切 り 部 ６ ８ の 下 面 ６ ８ ｂ に 同 軸 上 に 設 け ら れ る 軸 部 ３ ４ と
で 構 成 さ れ て い る 。 仕 切 り 部 ６ ８ の 外 径 は 、 ケ ー ス ２ ２ の 内 部 に フ ィ ル タ 部 材 ６ ４ を 挿 入
し た 際 に 、 仕 切 り 部 ６ ８ の 外 周 部 ６ ８ ｃ と ケ ー ス ２ ２ の 内 周 部 ２ ２ ｂ と の 間 の 隙 間 が 、 体
内 よ り 処 置 部 ４ に よ っ て 回 収 さ れ る 生 体 組 織 Ａ が 通 過 で き な い 程 度 の 大 き さ に な る よ う に
設 定 さ れ て い る 。 円 柱 部 ６ ９ の 外 径 は 、 仕 切 り 部 ６ ８ の 外 径 よ り 小 に 設 定 さ れ て い て 、 上
部 よ り も 下 部 の 外 径 が 大 き い 、 テ ー パ 形 状 を 有 し て い る 。 ま た 、 嵌 合 部 ３ ３ の 平 断 面 形 状
は 、 ツ マ ミ 部 ２ ８ の 中 空 部 ２ ８ ａ 及 び 円 盤 部 ６ ７ の 貫 通 孔 ６ ７ ａ の 形 状 と 対 応 す る Ｄ 形 の
形 状 を 有 し 、 ツ マ ミ 部 ２ ８ の 中 空 部 ２ ８ ａ に 嵌 合 可 能 な 大 き さ に 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に
、 軸 部 ３ ４ の 外 径 は 、 仕 切 り 部 ６ ８ の 外 径 よ り 小 に 設 定 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ 部 材 ６ ４ は
、 プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ 、 透 明 な 材 質 で も 、 不 透 明 な 材 質 で も 良 い が 、 好 ま し く は 青 色
で あ る 。 円 柱 部 ６ ９ の 周 面 部 ６ ９ ｂ に は 、 フ ィ ル タ 部 材 ６ ４ の 中 心 軸 Ｏ ６ ４ か ら 放 射 状 に
仕 切 り 部 ６ ８ の 外 周 部 ６ ８ ｃ ま で 突 出 す る 隔 壁 ７ ０ が 、 複 数 、 等 間 隔 に 配 列 す る 。 隔 壁 ７
０ の 下 端 ７ ０ ａ は 、 仕 切 り 部 ６ ８ の 上 面 ６ ８ ａ と 接 合 し 、 隔 壁 ７ ０ の 高 さ は 、 円 柱 部 ６ ９
の 高 さ と 同 等 で あ る 。 ま た 、 複 数 の 隔 壁 ７ ０ に よ っ て 隔 て ら れ た 各 々 の 捕 獲 ス ペ ー ス ７ ０
ｂ に お い て 、 仕 切 り 部 ６ ８ の 上 面 ６ ８ ａ に は 、 そ れ ぞ れ 体 内 よ り 処 置 部 ４ に よ っ て 回 収 さ
れ る 生 体 組 織 Ａ を 捕 獲 す る こ と が 可 能 な 大 き さ を 有 す る 陥 凹 部 ７ １ が 形 成 さ れ て い る 。 陥
凹 部 ７ １ は 、 す り 鉢 状 と な っ て お り 、 底 面 ７ １ ａ が 狭 く な っ て い る 。 ま た 、 陥 凹 部 ７ １ の

10

20

30

40

50

(11) JP 2006-346179 A 2006.12.28



底 面 ７ １ ａ に は 、 組 織 捕 獲 面 ７ ２ が 形 成 さ れ る 。 そ れ ぞ れ の 陥 凹 部 ７ １ の 組 織 捕 獲 面 ７ ２
に は 、 仕 切 り 部 ６ ８ の 下 面 ６ ８ ｂ ま で 貫 通 す る 複 数 の 微 小 貫 通 孔 ７ ３ が 形 成 さ れ る 。 微 小
貫 通 孔 ７ ３ の 大 き さ は 、 体 内 よ り 処 置 部 ４ に よ っ て 回 収 さ れ る 生 体 組 織 Ａ が 通 過 で き な い
程 度 の 大 き さ で 、 か つ 生 体 組 織 Ａ と と も に 回 収 さ れ る 血 液 、 粘 液 等 の 液 体 が 通 過 で き る 程
度 の 大 き さ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 レ ン ズ 部 材 ６ ５ は 、 蓋 ６ ６ の 円 盤 部 ６ ７ に 上 面 ６ ７ ｃ
か ら 下 面 ６ ７ ｄ に 貫 通 す る よ う に 、 複 数 設 け ら れ て い る 。 レ ン ズ 部 材 ６ ５ は 、 蓋 ６ ６ と 、
フ ィ ル タ 部 材 ６ ４ と を 組 立 て た 際 に 、 各 々 の 組 織 捕 獲 面 ７ ２ と 対 向 す る 位 置 で 、 か つ 各 々
の レ ン ズ 部 材 ６ ５ の 中 心 軸 Ｏ ６ ５ と 組 織 捕 獲 面 ７ ２ の 中 心 軸 Ｏ ７ ２ と が 一 致 す る 位 置 に 、
組 織 捕 獲 面 ７ ２ と 同 数 分 設 け ら れ る 。 ま た 、 レ ン ズ 部 材 ６ ５ の 焦 点 が 組 織 捕 獲 面 ７ ２ の 中
心 点 Ｐ ７ ２ と 一 致 す る よ う な 距 離 で 、 レ ン ズ 部 材 ６ ５ と 組 織 捕 獲 面 ７ ２ と が 配 置 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 こ の 組 織 捕 獲 装 置 ６ ２ で は 、 開 口 間 吸 引 経 路 Ｄ に よ っ て 流 入 口 ２
４ か ら 処 置 部 ４ に よ っ て 採 取 さ れ た 生 体 組 織 Ａ を 含 む 混 合 流 体 が 搬 送 さ れ る 。 こ の 際 、 水
と 、 血 液 や 粘 液 な ど の 液 体 は 、 貫 通 孔 ７ ３ を 通 過 し て 、 流 出 口 ２ ５ よ り 流 体 流 出 用 管 路 １
５ へ 搬 送 さ れ る 。 固 体 で あ る 生 体 組 織 Ａ は 、 組 織 捕 獲 面 ７ ２ に 捕 獲 さ れ る 。 こ の 際 、 陥 凹
部 ７ １ が す り 鉢 状 に 形 成 さ れ て い て 、 生 体 組 織 Ａ が 陥 凹 部 ７ １ の 側 壁 に 貼 り 付 き に く く 、
組 織 捕 獲 面 ７ ２ の 中 央 部 に 集 積 さ れ る の で 、 生 体 組 織 Ａ の 確 認 が 容 易 と な る 。 ま た 、 レ ン
ズ 部 材 ６ ５ の 焦 点 が 、 組 織 捕 獲 面 ７ ２ の 中 心 点 Ｐ ７ ２ に 一 致 す る よ う に な っ て お り 、 そ こ
に 確 実 に 生 体 組 織 Ａ が 集 積 さ れ る の で 、 よ り 拡 大 観 察 し 易 く な る 。 ま た 、 図 １ ６ 、 １ ７ に
示 す よ う に 、 各 々 の 組 織 捕 獲 面 ７ ２ と 対 向 す る 位 置 に レ ン ズ 部 材 ６ ５ が 設 け ら れ て い る の
で 、 流 入 口 ２ ４ か ら 搬 送 さ れ る 生 体 組 織 Ａ を 捕 獲 し て い る 組 織 捕 獲 面 ７ ２ に お い て 、 捕 獲
作 業 中 の 状 況 を 正 面 視 か つ 拡 大 視 し て 確 認 す る こ と が で き 、 か つ そ の 他 の 組 織 捕 獲 面 ７ ２
に お い て 、 捕 獲 が 完 了 し て い る 生 体 組 織 Ａ の 状 態 も 確 認 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 一 の
実 施 形 態 で 示 し た 方 法 と 同 様 に 、 捕 獲 が 完 了 し た フ ィ ル タ 部 材 ６ ４ を 蓋 ６ ６ と 嵌 合 し た 状
態 で 保 存 す れ ば 、 組 織 捕 獲 面 ７ ２ の 各 々 に 対 応 す る レ ン ズ 部 材 ６ ５ が 設 け ら れ て い る の で
、 保 存 後 も 各 々 の 組 織 捕 獲 面 ７ ２ に 捕 獲 さ れ て い る 生 体 組 織 Ａ の 状 態 を 容 易 に 確 認 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ 第 ５ の 実 施 形 態 ）
　 図 １ ８ 及 び 図 １ ９ は 、 こ の 発 明 に 係 る 第 ５ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 に お
い て 、 前 述 し た 実 施 形 態 で 用 い た 部 材 と 共 通 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を
省 略 す る 。 図 １ ６ に こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ７ ４ を 装 置 取 付 部 １ ０ に 取 り 付 け た 場 合
の 斜 視 図 、 図 １ ７ に こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ７ ４ の 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ８ 及 び 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ７ ４ は 、 容 器 ６ ３ と 、 容
器 ６ ３ の 内 部 に 収 容 可 能 な フ ィ ル タ 部 材 ６ ４ と 、 複 数 の レ ン ズ 部 材 ６ ５ と 、 照 明 部 材 ７ ５
と で 構 成 さ れ て い る 。 照 明 部 材 ７ ５ は 、 電 源 箱 ７ ６ と 、 ス テ ー ７ ７ と 、 プ レ ー ト ７ ８ と 、
発 光 源 ７ ９ と で 構 成 さ れ て い る 。 電 源 箱 ７ ６ は 、 装 置 取 付 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ａ に 設 け ら れ
て い る 。 ス テ ー ７ ７ は 、 略 板 状 の 部 材 で 、 電 源 箱 ７ ６ の 上 面 ７ ６ ａ か ら 鉛 直 上 方 に 突 設 し
て い る 。 ま た 、 プ レ ー ト ７ ８ は 、 略 板 状 の 部 材 で 、 一 端 部 ７ ８ ａ を 中 心 に 上 方 へ 回 動 自 在
で あ り 、 ま た 他 端 部 ７ ８ ｂ は 、 組 織 捕 獲 装 置 ７ ４ の 中 心 軸 Ｏ ７ ４ に 向 く よ う に 、 ス テ ー ７
７ の 上 端 部 ７ ７ ａ に 軸 着 さ れ て い る 。 発 光 源 ７ ９ は 、 プ レ ー ト ７ ８ の 下 面 ７ ８ ｃ に 鉛 直 下
方 を 照 明 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 よ り 詳 し く は 、 組 織 捕 獲 装 置 ７ ４ を 装 置 取 付 部 １ ０ に 取
り 付 け 、 プ レ ー ト ７ ８ が 水 平 に な る よ う に 回 動 さ せ た 際 に 、 流 入 口 ２ ４ と 組 織 捕 獲 装 置 ７
４ の 中 心 軸 Ｏ ７ ４ と を 結 ぶ 直 線 上 に 位 置 す る 組 織 捕 獲 面 ７ ２ を 照 明 可 能 と な っ て い る 。 ま
た 、 発 光 源 ７ ９ と 電 源 箱 ７ ６ と の 間 に は 、 ス イ ッ チ （ 不 図 示 ） が 設 け ら れ 、 必 要 に 応 じ て
発 光 を Ｏ Ｎ 、 Ｏ Ｆ Ｆ で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 発 光 源 ７ ９ は 、 例 え ば Ｌ Ｅ Ｄ で あ り
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、 発 光 色 は 何 色 で も よ い が 好 ま し く は 白 色 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 ７ ４ で は 、 流 入 口 ２ ４ よ り 搬 送 さ れ る 生 体 組 織 Ａ を 観 察 す
る 位 置 に 照 明 部 材 ７ ５ が 設 け ら れ て い る の で 、 組 織 捕 獲 面 ７ ２ に 捕 獲 さ れ た 生 体 組 織 Ａ の
有 無 及 び 状 態 の 確 認 が さ ら に 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ 第 ６ の 実 施 形 態 ）
　 図 ２ ０ 、 図 ２ １ は 、 こ の 発 明 に 係 る 第 ６ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 に お い
て 、 前 述 し た 実 施 形 態 で 用 い た 部 材 と 共 通 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省
略 す る 。 図 ２ ０ は 、 内 視 鏡 ８ ０ に 組 織 捕 獲 装 置 ８ １ を 取 り 付 け た 全 体 図 、 図 ２ １ は 、 そ の
変 形 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 組 織 捕 獲 装 置 ８ １ が 内 視 鏡 ８ ０ に 取 り 付 け ら
れ て い る 。 内 視 鏡 ８ ０ は 、 組 織 捕 獲 装 置 ８ １ を 取 り 付 け 可 能 な 装 置 取 付 部 ８ ２ と 、 組 織 捕
獲 装 置 ８ １ を 内 視 鏡 ８ ０ に 取 り 付 け た 際 に 、 流 体 流 入 用 管 路 と し て 流 入 口 ２ ４ と 連 通 す る
鉗 子 チ ャ ン ネ ル ８ ３ と 、 流 出 口 ２ ５ と 連 通 す る 流 体 流 出 用 管 路 １ ５ と 、 組 織 捕 獲 装 置 ８ １
の 照 明 部 材 ８ ４ を 取 り 付 け 可 能 な ブ ラ ケ ッ ト 取 付 部 ８ ５ と を 備 え る 。 流 体 流 出 用 管 路 １ ５
は 、 吸 引 源 （ 不 図 示 ） と 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 組 織 捕 獲 装 置 ８ １ は 、 容 器 ６ ３ と 、 容 器
６ ３ の 内 側 に 収 容 可 能 な フ ィ ル タ 部 材 ６ ４ と 、 複 数 の レ ン ズ 部 材 ６ ５ と 、 照 明 部 材 ８ ４ と
で 構 成 さ れ て い る 。 照 明 部 材 ８ ４ は 、 内 視 鏡 ８ ０ の ブ ラ ケ ッ ト 取 付 部 ８ ５ に 取 り 付 け ら れ
る ブ ラ ケ ッ ト ８ ６ と 、 ブ ラ ケ ッ ト ８ ６ の 先 端 部 ８ ６ ａ に 設 け ら れ る 発 光 源 ８ ７ と で 構 成 さ
れ て い る 。 発 光 源 ８ ７ は 、 組 織 捕 獲 装 置 ８ １ が 取 り 付 け ら れ た 際 に 、 組 織 捕 獲 装 置 ８ １ の
蓋 ６ ６ の 上 方 よ り 、 容 器 ６ ３ の 内 部 の 組 織 捕 獲 面 ７ ２ を 照 明 可 能 な 位 置 に 設 け ら れ て い る
。 ま た 、 組 織 捕 獲 装 置 ８ １ の フ ィ ル タ 部 材 ６ ４ を 取 り 外 す 際 に 、 支 障 と な ら な い よ う に 、
発 光 源 ８ ７ は 、 ブ ラ ケ ッ ト ８ ６ に よ っ て 移 動 自 在 と な っ て い る 。 発 光 源 ８ ７ は 、 例 え ば Ｌ
Ｅ Ｄ で 、 発 光 色 は 何 色 で も よ い が 好 ま し く は 白 色 で あ る 。 ま た 、 発 光 源 ８ ７ に は 、 導 線 ８
８ が 接 続 さ れ て い て 、 電 源 装 置 ８ ９ と 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 導 線 ８ ８ は 、 内 視 鏡 ８ ０ の
内 部 、 ま た は 外 部 ど ち ら に 配 線 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 こ の 発 明 の 内 視 鏡 ８ ０ 及 び 組 織 捕 獲 装 置 ８ １ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 内
視 鏡 ８ ０ の 挿 入 部 ９ ０ を 先 端 ９ ０ ａ よ り 、 体 内 の 対 象 部 位 ま で 挿 入 す る 。 次 に 、 鉗 子 チ ャ
ン ネ ル ８ ３ の 基 端 ８ ３ ｂ よ り 例 え ば ス ネ ア な ど の よ う な 対 象 部 位 の 組 織 採 取 が 可 能 な 内 視
鏡 用 処 置 具 （ 不 図 示 ） を 挿 入 し て 、 組 織 の 切 除 を 行 う 。 対 象 部 位 の 組 織 の 切 除 が 完 了 し た
ら 、 内 視 鏡 用 処 置 具 （ 不 図 示 ） を 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ８ ３ か ら 引 き 抜 く 。 次 に 、 装 置 取 付 部 ８
２ に 組 織 捕 獲 装 置 ８ １ を 取 り 付 け る 。 こ の 時 、 組 織 捕 獲 装 置 ８ １ の 流 入 口 ２ ４ と 、 鉗 子 チ
ャ ン ネ ル ８ ３ と が 連 通 し 、 組 織 捕 獲 装 置 ８ １ の 流 出 口 ２ ５ と 、 流 体 流 出 用 管 路 １ ５ と が 連
通 し た 状 態 と な る 。 こ の 状 態 で 、 吸 引 源 （ 不 図 示 ） を 稼 動 す る と 、 切 除 し た 生 体 組 織 Ａ が
鉗 子 チ ャ ン ネ ル ８ ３ の 内 部 を 通 過 し て 、 流 入 口 ２ ４ か ら 組 織 捕 獲 装 置 ８ １ の 内 部 に 搬 送 さ
れ る 。 こ の 実 施 形 態 で も 同 様 に 、 固 体 で あ る 生 体 組 織 Ａ の み が 組 織 捕 獲 面 ７ ２ に 捕 獲 さ れ
、 対 向 す る レ ン ズ 部 材 ６ ５ に よ っ て 拡 大 観 察 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 照 明 部 材 ８ ４
が 設 け ら れ て い る の で 、 さ ら に 容 易 に 観 察 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 実 施 形 態 の 照 明 部 材 ８ ４ の 発 光 源 ８ ７ と し て 、 Ｌ Ｅ Ｄ を 挙 げ た が 、 こ れ 以 外 の 発 光
源 を 用 い て も 良 い 。 図 ２ １ は 、 こ の 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す も の で 、 発 光 源 ９ １ は Ｌ Ｅ Ｄ
の 代 わ り に ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ９ ３ を 使 用 し た も の で 、 電 源 装 置 ８ ９ の 代 わ り に 光 源 装
置 ９ ２ を 設 け た も の で あ る 。 ま た 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ８ ３ を 内 視 鏡 用 処
置 具 （ 不 図 示 ） 挿 通 す る 目 的 と 、 組 織 捕 獲 装 置 ８ １ を 取 り 付 け て 生 体 組 織 Ａ を 吸 引 す る 目
的 と に 使 用 し た が 、 別 途 吸 引 の み に 使 用 す る チ ャ ン ネ ル を 内 視 鏡 ８ ０ に 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 述 し た が 、 具 体 的 な 構 成 は こ の 実 施
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形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 変 更 等 も 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 全 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 処 置 部 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 の フ ィ ル タ 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 の フ ィ ル タ 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 の 蓋 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 の ケ ー ス を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 の 標 本 ケ ー ス を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 の ケ ー ス を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 の フ ィ ル タ 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 １ ５ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 こ の 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 こ の 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 の 組 織 捕 獲 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 こ の 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 を 示 す 全 体 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 こ の 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 の 変 形 例 の 内 視 鏡 を 示 す 全 体 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 １ 　 内 視 鏡 用 処 置 具
　 ２ 、 ４ ７ 、 ５ ０ 、 ６ ２ 、 ７ ４ 、 ８ １ 　 組 織 捕 獲 装 置
　 ４ 　 処 置 部
　 ５ 　 流 体 流 入 用 管 路
　 １ ５ 　 流 体 流 出 用 管 路
　 １ ８ 、 ６ ３ 　 容 器
　 １ ９ 、 ５ １ 、 ６ ４ 　 フ ィ ル タ 部 材
　 ２ ０ 、 ４ ９ 、 ５ ２ 、 ６ ５ 　 レ ン ズ 部 材
　 ２ １ 　 取 り 出 し 口
　 ２ ２ 、 ４ ８ 　 ケ ー ス
　 ２ ３ 、 ６ ６ 　 蓋
　 ２ ４ 　 流 入 口
　 ２ ５ 　 流 出 口
　 ３ ５ 、 ５ ５ 、 ７ ０ 　 隔 壁
　 ３ ５ ｂ 　 捕 獲 ス ペ ー ス
　 ３ ６ 、 ５ ６ 、 ７ １ 　 陥 凹 部
　 ３ ６ ａ 、 ５ ６ ａ 、 ７ １ ａ 　 底 面
　 ３ ７ 、 ５ ７ 、 ７ ２ 　 組 織 捕 獲 面
　 ３ ８ 、 ５ ８ 、 ７ ３ 　 微 小 貫 通 孔
　 ７ ５ 、 ８ ４ 　 照 明 部 材
　 ８ ０ 　 内 視 鏡
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

(19) JP 2006-346179 A 2006.12.28



フロントページの続き

(74)代理人  100122426
            弁理士　加藤　清志
(72)発明者  市川　裕章
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
(72)発明者  小貫　喜生
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
(72)発明者  三日市　▲高▼康
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
(72)発明者  大西　紀夫
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
(72)発明者  山本　哲也
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
Ｆターム(参考) 4C061 FF43  GG15  HH05  JJ11 

(20) JP 2006-346179 A 2006.12.28



专利名称(译) 组织捕获装置，内窥镜治疗工具

公开(公告)号 JP2006346179A 公开(公告)日 2006-12-28

申请号 JP2005176499 申请日 2005-06-16

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯医疗株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

[标]发明人 市川裕章
小貫喜生
三日市高康
大西紀夫
山本哲也

发明人 市川 裕章
小貫 喜生
三日市 ▲高▼康
大西 紀夫
山本 哲也

IPC分类号 A61B1/00

CPC分类号 A61B10/06 A61B1/015 A61B10/0096 A61B10/04 A61B2010/0225 A61B2090/3616 A61B2217/005 
A61M1/0023 A61M1/0056

FI分类号 A61B1/00.334.D A61B1/018.515 A61B10/00.103.E A61B10/02.300.Z A61B10/06

F-TERM分类号 4C061/FF43 4C061/GG15 4C061/HH05 4C061/JJ11 4C161/FF43 4C161/GG15 4C161/HH05 4C161
/JJ11

代理人(译) 塔奈澄夫
正和青山
加藤清

其他公开文献 JP4657021B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种组织捕获装置，其能够在捕获生物组织之后立即
容易地确认微小的生物组织的存在或不存在。 组织捕获装置2包括大致
圆筒形的容器18，过滤器构件19和透镜构件20。 过滤器部件19包括：呈
大致圆板状的分隔部31；和呈大致圆柱状且同轴地设置在分隔部31的上
表面31a上的圆柱状部32。 在柱状部32的周面部32b形成有具有能够捕
集活体组织A的大小的凹部36。 组织捕获表面37形成在凹部36的底表面
36a上。 在凹部36的组织捕捉面37上形成有多个贯通分隔壁31的下表面
31b的微小通孔38。 透镜构件20附接到容器18。 透镜构件20的安装位置
是面对组织捕获表面37的位置。 [选择图]图5
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